











1I. 1故後:初期におけるパ リのJ1~~~.長と都 ïfírmJ芭
J[ -1.都市開発の停滞と住宅問題











855 h人に達し 1)，ニ ューヨーク・東京などとともに世界の巨大都市グループを構成している.行政的
には.都市j或の仁1:1央を人仁1230万のノミリ ，fjが占め，その!討凶を群小の近郊コミューンが取り巻いてい
る. 1964 年の行政改革以降，パリ大者!~î+ï閣の照区分は大幅に変更され，現在ではノミリ市とそれに隣接
する近郊内市 [PetitecouronneJの3県(オー・ドゥ・セーヌ県3 セーヌ・サンドゥニ県3 ヴァノレ・ド
ク・マノレヌ保)，および，それらを取り巻く近郊外帯 [Grandecourol1neJ の4県〈ヴァ ノレ ・ドワ(ズ
県，イヴリン県，エソンヌ県，セ{ヌ ・エ ・マノレヌ県)の合計8県で，イル ・ド ゥ・フ ランス地域が
形成されている2) イノレ ・F''/・フラ ン'ス地域の人口は， 1975年に 988万人に達している
パりは，世界の巨大都i!-iの仁|コでも， ¥..、くつかの点でp きわめて特徴的な性格を有している.たとえ
ば，パリ の規模はフランスの者!~ril~洋の中で飛び抜けて大きなも のであるが，これは他の先進諸国にほ
とんどみられない現象といえる 3) フランス第 二位の都市であるリヨンの人口は 117万人 (1975年)
にすぎず，パリの人口の約 7分の lでしかない.このことは，仁|コキ区管理機能や文化教育機能を初め，
多くの都市機能がパリへ迎j支に集中しているJL尖と結びついている.パリへの集中は上位機能ほど著













の総人口とイノレ ・ド ゥ ・プランスj也j戒の人











54 68 62 
?????、???
第 1函 第二次世界大戦後の人口推移
のフランスは人口を減少させたわけである.この結果，全国にムー めるイノレ ・ド ゥ・フランス地域の比
率a，1876年の 8.6%から 1946年には 16.3%へと，著しい増加を示した
これに対して， 第二次大戦後におけるパリの成長は， 内容的にiPJt前とは異なった級相を呈してい
る.すなわち， 1946年から 1975年までの 29年間に3 イノレ・ド.ゥ・フランス地域の人lごlは328万人の
増加をみたが， 同じ期間にフ ランスの総人口も L216万人のj昨加を記録している.これは，戦後のノミ
リの人口成長が， 地方からの転入者に よる社会j脅ばかりでなく， l:J:l ~t.率の |二井 vこ 伴う I~I 然 j如こ，その
多くの部分をよっていることを意味している 6) ~第 1 図によっても明らかなように， 戦後のノミリは，
自然増と社会増が重なり合うことによって，かつてない人口成長期を迎えたのである.パリの人口成















いる. 1960年代に拙かれた壮大な都市計磁の夢は， 1970年代に入って総括と評価の i時期を迎えたと







に lf}って }I~'i 次みていくことにしたい.
11. 戦後初期におけるパりの膨張と都市問題
II-1. f[¥市開発の停滞と住宅問題
















すm.~化の j立を加えた. 1954年のセンサスによれば， 一部屋のみから成る住宅は， パり市で全体の 32
%J パリ近郊で18%を占め，これに二部屋のみの住宅を加えると， パリ市では全体の約 3分の2に
あたる 66%，近郊でも半分以上の 52%に達した. これは，規模別世帯構成からみて，明らかに大量
のJ過密居fJ!:!t;慌の存在を意味した.また， {t宅建設の停滞は住宅ストックの老朽化をもたらした.同









1946年から 1962年にかけての 16年!日}でp イノ[/・ドゥ・フランス地域の人l二!は 660)J人から 847万
人へ，およそ 28%の増加をみた これは， wなじJtjlMJにおけ、る全|亘|子均値(ト14%)のちょうど 21諸に
あたる高率で、あった.なかでも， 1954-62年には， 8 1:1三日サで 16% におよぶ人口j1~1)1を記録し，絶;対数
においても 115万人の増加を示している.ノミリ Iliの人口(，土この 8年INJで6万人ほど減少しているた
め，人口ラッシュの舞台はパり市外の近郊地J或に他ならなかった. 1954-62年に，近郊内の人仁lJ:首
加は 71 万人に達し，近郊外市でも 50 万人の JII~lj)11が記録されている.
急速な人口増加がもたらした大武の住宅街裂は，その多くの部分が大小さまざまな規模の郊外信i宅
団地に吸収されていった. 住宅!型地位設は 1954年以降活発化したもので， 1964年の IUi;J'flt によれ<<j~ ，





降， HLtv1 [低家賃住宅〕供給公社が設立され， 小麦畑は次々 に仁!こI1克胞の集合住宅がた、ら詑ぶ住去と団
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。ー 、， ， ， ???
七一ス・二L.マJ"，ス県
2 ヰー・トーゥ・ヒーヌリI~
3 'ソァ J~. ト‘り・マルヌ OIL
4 セー ヌ・4)'/1，'ゥ二 M o 20kll 














成されてし、た. [ヨ1地{:j::民の大多数は， 活全!三層の夫婦を頭とする家族世帯であり， 世帯主の年令も 20









る.パリ 市内の1":11心部で 120%を越える原用供給率は，たとえばグラマーノレのよう な近郊コミュ {ン





l(i(J!1と人仁!の不均衡は， @.)!:jのi性格を考慮すると， さらに著しいコントラストを示した.第 1表は，




し、ない.なかでも，金融 ・保険関係の雇用機会はパリ 市にはほぼ独 I~ されている. その他のオフィ ス
業務についても似たような傾向を指摘することができる. 国家公務員は，教育 ・官庁 ・郵便などに従
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第1表就業人lコと雇用機会の分布
i事業所青|!機械製造(金融保険!国家公円一人1-(1966年) (1966年) I (1966年) I (19G7~1二 I (1968年
一一←丁一一一下一一(%)¥一一寸克γ一 (%) (%) 
リ市 48，2 24.8 92.2 67.3 30.6 
近郊内市 ¥ 37.8 57.8 4.0 13.2 41.5 
近郊外;惜 I 14.0 I 17.3 I 3.8 I 19.5 27.9 
一一一一一一一一丁一十一汚天)一一寸子天日一一寸干天)一一一寸千人il 万人)
総数 i 271.7 476.2 152.0 359.5 427.2 
資料 INSEE






中心に交通渋滞を引き起した. 1962年のセンサスによれば，通勤にマイブ)rー を手iJ)'j二!するもσコは， パリ
市とその近郊で 30)J人以上に達し，そのうちの 46%がパリ rb内を目的地としていた. マイカ一通勤









































ることによって， 都心の混雑を軽減すること . (2)都心への過度の集中を抑制し，パリを単核型の都






りとも改善することを目的にし，デファンスからボワ、ン{・ サン νジェ ーノレへいたる路線と，パリ北
駅からヴェノレサイュにいたる路線の新設が提案された
しかし， PADOGのもたらした最も重要な貢献は3 近郊地域の再編成という 考え方である.PADOG 
では，近郊地域に一次都市センタ，二次都市センタ(を育成し，それを核にして都市構造の再編成








央の地区では保存と修復が重視される一方， rh 内東部や府間自I~の !苅辺地区では，近代的な郁子IJ 再開発
を推進することによって，老朽地区の更新を積極的にはかつて(.，、く方針が打ち出された
PADOGは，パリの成長を非lJ'fIilJしよ うとする政府の怠1:;Jを背景として，I:h街化区域を現実の者I)il域
にきわめて近い範IIjに限定した.PADOG が ii~ 認された 1960 ~:I三においてさえ， パリ地域の人口およ
び都市j或は， 計画で設定された水準を大きく上まわっていた.その後の 4年1M]で， 'rj=街化区J1去の外側
に建設された住宅は， 2万戸以上にのぼるとされ‘ている. 当 II~J・のパりは，莫大な住宅需要と急速な人
仁i増加のさなかにあった. PADOGは， 一方でパりの活力を符うもの として非難を浴びつつ，結局
は，現実の都市化の鉱山、の前十こ，その有効性を失っていった
政府は，PADOGの実施を推進する機関として， 1961年にパり j出j成本部 (Districtcle la Region de 
Paris)の設置を決定し，本部長にポーノレ・ドウノレーブリコニを任命した月) ドウノレー ブリ エと彼のスタ






するかということであった.戦後における出生率のと弁と ， おI~ 1:1"への著しい人口集中I(r:t， 1950年代後
半から 1960年代前半にかけて，かつてない大規模なノミリの拡大をもたらした 当 Il~j:， INSEE C国立
統計経済研究所〕の予測によれば， 2000年におけるフランス全体の郁子I'i人口は， 1965年の 2倍にあた
る約 6 ， 000 万人に達するとされた.この 11~3びネをそのままパリにあてはめる と， 2000年におけるパり
の人口は L800万人となる 10) また， パリ地域へのlH三入を強力に判J1I;IJし，社会j的をゼ ロとして計算し
でも， I当然1慢のみで'300万人の増大が予測された. ドゥノレ{プリエのスタップたちは，パリの成長率
が当時の年約 2%から 2000年には約 1%まで低下するとの想定の下に， パリの人口を 1985年L160 
万人，2000年に L400 75人と予測した.1963年には，このような前提に立脚して.マスタープラン
の骨1告をJ-¥す予備計画家が首相あてに提出された.I将来におけるパリ地域の整仰は，従米の1IJI1.立や
常識とはっき り訣別する」 ところから出発せねばならないとするこの計画案は， 1965年のマスタ(プ
ランの壮大な規模をすでにはっきり示していた.it両全体の j武百を左右する鎚として，交通の基盤整
備，m地供給の拡大， Hi・政問題の三つが特に重視された. この予備案作成に引き続し、て，1963-64年








j成では，パリ，hーから放射状に1111びる 10本の高速道路を整することが必要とされた. さらに， 公共
事命送機関としては， 都心と近却を1M抜高'iUぶ RER(地域高速鉄道〕網のj)l¥充が提案され， ニュータウ
ンと都心をお!lぶ路線をIj二l心として，延長 260kmにおよぶ RERが予定された.












:合格えることにもあるとされた • PADOG における限定的な市街化区域(r:(，マスタープランではニ






L デファンス; 2，ベノレサイュ; 3 ランジス;






~írtlは，モ(からポントワ { ズまで 75 k11にわたり 3 ボビニ(やサンドワニなどパリの北郊を質通して







































































なる耐用機会の創出がうたわれた. 8カ所のニュータウンは3 最小のもので 30万人，最大のものは
100万人の人口競模が予定され，合計すると， 突に 450万人の人口がニュータウンに吸収されるもの
と想定された(第 2表).これは，プランスにおいてそれまでに建設された住宅団地に較べても，ま
た， 1950年代にイギリスで多数建設されたニュ{タウンの規模に絞べても， 5倍から 10倍に達する
大規模な都市開発計画であった.
壮大な規模と斬新な理念、をかかげた 1965年のニユ{タウン計画には，公表の当初からさまざまな


















なった. 1976年に政府の7-]¥i誌を得たこのマスタープランは， 1965 1二のそれノに較べて， H fI国の I~I I~Iりと









のニコー{タウンにおいては，ユヴリ{を i徐いて計 i国人口の著しい j~;'1小が行われた. ニコ{タウンの規
エヴリー でが']50万人，その他の四つのニュ(タウンでは，それぞれ約 30Jj人と想え三された.
ところで， 1969年の改訂案においても， 2000年時点の人口を1，400 7j-人とする:予測はそのまま保
された.このことは，増加人口のほとんどすべてをニュータウンに吸収するとし、う， 1965年のマス
タ pープラ γの構想の放棄を怠味した.ニュータウン地区以外での者r~rllj或j広大に対す一るか~1)IJは緩和さ
;1"L，都市化予定[I面積は，それまでの 1，000km2から一挙に 1， 500 km2 へと拡大さ :h~た.
他方， 1965年のマスタープランを特徴づけーていた，南北二本の古I)ili化i!ilUという珂1念、は，til5m化許容
区域が大 líJ日に拡大されることによって，その重要性をまったく失ってしまった • dc 訂案に ~tù いても，
としては放射状の都市j J)(拡大が否定されたものの，実際には，者I~ï+j化の緩和を.iW じて，放射
j犬の者I)f!=j'イヒを;再び活発化させる方向が黙認された. とりわけ，建設省の I~.: 向を反 11:)として，孝行たに次の
三つの地域における刊行I化促進政策が掲げられた. (1)ノミリ西部のモー ノレドノレ(iT谷. ここでは
されていた. (2) ドゴ~/レ空港のゴヒiHll の地域. (3)パリ砕J のブリー・コン
ト・ロベーノレ台地の北部.
b) 1976年のマスタープラン
1969年から，マスタープラ γの再改訂作業が行われた 1975年にかけて， パリ土山 j或~J取り巻く J}~l境
条例二は大きな変化をみせた.pjnchemel (1979) &"j~，主な変化として次の五つをあげている. (1)人口条
内二.1968年以降の人口の推移は3 予YlliJ人口の低減をもたらした.2000 年の人口として，Jriこに1，200 











近郊flH高センタ一一一-1，デファンλ; 2，ベルサイユ; 3，ベリジー; 4，ランジス，
5， クレテーユ; 6， ロニー; 7， ボピニー 8，サンドクニ; 9，ノレブー ノレジェ
ニュータウン一一一1，セノレジー・ポントワーズ; II，サンカンタン・アン・イヴリン;
1II，エヴリー ; IV， ムラン セナノレ; V，マノレヌ・ラバレ
63 
部の高速道路計旺iの放楽をもたらした. (3)環境条件. 1972年以降， エコロジ{の旗の下に，生活環
境や生活の質の改善を :tとめる I.!:!:i治の ~JD1 し、動向が現れた. (4)行政条件. 1972年にフランス全土で、地域
行政しが実施された.行政単位としての地域の成立はパり地域にも迫知され，パり市と近郊地域の
一体化が促進された (5)政治条件.ジスブ]rー ノレデスタンが大統領に就任した 新大統領は，就任早





リ品川jJ)去のJI1JJ互には五つの|当然均衡地区 (Zonenaturel1e d' equilibre)が新たに設定され，グリ{ンベ
ノレトとしての役割を果すことが期待された(第5区1).これらの自然均衡地涯は，五つのニュータウ
ンの外側vこ配慰され，その合.i1.Il'riMの 3，500km2は，イノレ・ドゥ・フランス地域のがJ30%に相当し
た. 1960 年代末から 1970年代前、l'ーにかけての部市化規制緩和jtJl~こ， これらの地区で、は個人住宅を中
心とする低街j主の者ISi:U化がすでに若しく逆行していた. 第 3去で示されているように， 1968-75年の









































































































































EPA 成立年 iZAD指定区域 l土地取得商積; 住宅建設戸数 i 
! (1974年) (1974年) (1971-75年)
(km2): (km2) ¥ (千戸)
1969 75.8 21.1 10.1 セノレジー・ポントワーズ
エヴリー
ムラン・セナノレ
34.9 15.6 10.5 
110.2 29.4 16.9 
100.6 36.1 8.6 








資料 Merlin(1976)， I<.ubenstein (1978) 
第二次大戦後におけるパリの拡大と都市計画 65 
の場合を初め， 当初予定されていた交通基粧の強制1Iが遅れてい るた め， 目標の達成は困難である.












また，その建設の推進体1)IJは，ニ コータウン計画の 先進国であるイ ギリ スの場合と多くの点で異な
っており， Rubenstein (1978)や Tuppen(1979) など， 多くの外国人研究者の関心を引きつけてき
ずこ. 現在建設中のパリの五つのニュータウンの;場合，その開発整備は，EPA(ニュータウン整備公社〕





一因 となっている. これに対して， 土地の取得を目的とする ZAD[整備予約地区〕と開発の促進を




第 5表 ニュー タウン住民の階層構成
民 J@一一 一lf竺 -rtf-づいJンタ七と三匹ドクフランて
(%)! (%) i (%) 
工場労働者 38.6 31. 7 35.5 
事 務 員 22.1 24.3 21.6 
中級管理職員 22.2 i 26.5 14.9 
，g，由来・幹部l隊員 i 6.4 9.4 : 8.4 
経活者 ! 0.7 0.7 7.7 










(¥; \~っゆる tache d'huile 状の〉朝日川並大を阻止ーしようとする，副知l的な内容を持った百/~l'I=j I割強制計画
であったが，実際にニコータウン建設が推進され始めたのは 1970年代に入ってからのことにすぎな
い.ところで， パリの人口成長がその純]頁に達したのは， 1950 年代から 1960年代にかけてであり，
1970年代にはすでに人口の伸びが著しい鈍化を示し始めていた.この点で， 1965年のマスタープラン
の壮大な整備計画iはヲその出発時点が遅きに失したわけであり，計画の )i~.、 IZI は現実の変化によって 11寺
代遅れなものとなってしまった
さらに，第二次大戦後の都市閤;]1-回における整備浬念の性の欠如は， ， :1- 耐のイJ効性を大きくが，~






















合への動きが現実化した 1950年代後半から， 罰 I~~競争におけるフランスの最大の切り札として， パ
リ大者1-打開の発JAを主張する戸が強まった.PADOGからマスタ{プラン，改訂マスタ{プランにい
たるパリ大者l\flll~i'I~在 {ï/H計画の股 I~\!j ~t ，一面iから吉えば，パリの全国 I~II.J位づけに対するこれら二つの
sH念の対立と妥協の昨史を示してし、る 18)

















4) しかし，第二次位界大戦後のノミリ市の人口は， 1954 
年の 285万人をどークとして，以後着実に減少して
し、る (1975 ei:1三には 230万人)
5) 1946年の境域と合せるために， 1876 年当f1~・ドイツ
手~iであったアルザス地方およびロレーヌ地方の一部
を合む数字である.









































16) これは， 1971-75年の王子平均建設実績約 1万戸の 2
倍以上vこあたる.













内容をある程度チ ェックす一ることにある.ニ ι ーダ
ウンにおける都市開発はp ほとんどこの方式によ。
てなされている
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The U r ban Growth and Plannings of Post-war Paris 
Akira TEZUKA 
This paper traces the evolution of plannings of the Paris region (la regioll d'Ile de France) 
and its urban grO¥vth during the post-war period. Tbe Paris region of this period is 
characterized by tbe rapid population growth， due to both natural increase ancl migration. 
Succesive urban plan口:ings fOJ.-the Paris region re五ectthe changing orientation of French 
planners to face this problem. 
Up to 1960， the Paris region had suffered from the lack of effective urban planning. At 
that time， a strong an.ti-Paris tendency， inspirec1 by a famous boo1<， Gravier's Pa九set le 
dese1't fran伊 is，c10minated the regional policy of the French government. The priority of 
第二次大戦後におけるノξ りの拡大と都市計画 69 
public investments was given to provincial developments. Even in the 1960 plan (P.A.D.O. 
G.)， planners adoptecl the restriction strategy of physical growth of Paris agglomeration. 
But， tbe rapid rate of population increase in the Paris region and the economic growth 
of post-war France finally lecl the Paris regional governrnent to conceive a grandiose master 
plan in the early 1960s. The Paris region aclded 1.15 million to its population frorn 1954 to 
1962 ancl planners preclicted as its total population 14 million in 2000， that signjfied the 
increase of more than 5 million people. 1n orcler to accomoclate these adclitional population， 
the 1965 master plan (shema directeur) containec1， among others， the ambitious scheme of new 
town construction. These new towns were regarded as an key element of the planning 
strategy for tbe Paris region. 1n contrast with English new towns， the Paris new towns (villes 
nouvelles) represented a continuous growth of the Paris agglomeration. But， the principal 
construction phase of these nev，r towns began only in the early 1970s. 
Iミecently，the marked decline of the rate of population expansion of the Paris region and 
the profouncl transformation of the French society lead planners to re司thinkthe principles of 
the 1965 master plan ancl envisage the new structure of the Paris region in the future. 
